
 
 

この背景地図等データは、国土地理院の

電子国土 Web システムから配信された

ものである。 

危険箇所：７ 凡例 あああ 
（危険箇所の状況〉  
・階段の傾斜も急なため、雨が降ると滑りやすく危険。 
〈対策内容〉 
・手摺設置済み 

危険箇所：2 凡例 あああ 
〈危険箇所の状況〉 
・道が狭く、歩道もない。 
・止まれの停止線が消えており、車が一時停止しにくい。 
〈対策内容〉 
・規制表示（停止線）の塗り直し済み 

危険箇所：４ 凡例 あああ 
〈危険箇所の状況〉 
・一時停止で停止していない車が見られ、危険。 
〈対策内容〉 
・規制表示（停止線）の塗り直し済み 

危険箇所：６ 凡例  
〈危険箇所の状況〉 
・道が狭い、自動車や自転車の通行が多い。 
・コンクリートの擁壁のひび割れ、傾きがあり、

地震の際には倒れる可能性が高い。 
〈対策内容〉 
・所有者へ情報提供・注意喚起 
・児童へ注意喚起（通らない、擁壁から離れる）

の声がけを行う 

危険箇所：8 凡例 あああ 
〈危険箇所の状況〉 
・車の出入りが朝は多く、その前を児童や自転車

が多く通る。 
・停止線が薄れている 
〈対策内容〉 
・区画線（停止線含む）の塗り直し 
・横断歩道の塗り直し上申 
・横断旗の設置 

危険箇所：9 凡例  
〈危険箇所の状況〉 
・スピードを出しがちな路線。 
〈対策内容〉 
・通学の時間帯の警ら 

危険箇所：５ 凡例 あああ 
〈危険箇所の状況〉 
・細い道から時々出てくる自動車、自転車が危険に思うことがある。 
〈対策内容〉 
・引き続き児童への指導 
 

危険箇所：３ 凡例 あああ 
〈危険箇所の状況〉 
・坂の上で送迎の車が停車し、小学校の児童を降ろしている。

子供は車から降りたらすぐに横断歩道を渡るので車との接

触の危険性が高い。 
〈対策内容〉 
・注意喚起の看板設置済み 
・保護者への継続的な注意喚起 
・通学の時間帯の警ら 
・横断歩道手前（東）へラバーポール設置済み 

危険箇所：1 凡例 あああ 
〈危険箇所の状況〉 
・見通しが悪く交差点に進入する直前まで対向車や左

右からくる車に気付きにくい。優先がわかりにくい。 
・東西の車通り多く、止まれの表示や停止線がない。 
〈対策内容〉 
・引き続き児童への指導 

【枝川小学校】通学路対策箇所図 


